
企
業
は
な
ぜ
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
採
用
試
験
で

実
施
し
て
い
る
の
か
。

第
一
は
、
応
募
者
が
ど
ん
な

人
物
か
を
知
る
。
第
二
は
集
団

行
動
か
ら
本
人
の
特
性
を
確
認

す
る
た
め
だ
。

Ｇ
Ｄ
は
面
接
と
違
い
、
志
望

動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
事
前
に
準

備
で
き
な
い
。
議
論
の
流
れ
に

沿
い
、
そ
の
場
で
考
え
ま
と
め

る
必
要
が
あ
る
。
企
業
側
か
ら

す
れ
ば
、
議
論
の
過
程
で
普
段

の
本
人
が
あ
ら
わ
れ
、
評
価
の

参
考
に
な
る
。

例
え
ば
言
葉
遣
い
や
表
情
、

傾
聴
力
、
攻
撃
性
な
ど
だ
。
他

人
か
ら
自
説
を
否
定
さ
れ
た
時
、

ど
ん
な
表
情
や
態
度
を
と
る
の

か
。
他
人
の
意
見
を
し
っ
か
り

聞
い
て
い
る
か
。
相
手
に
対
し

攻
撃
的
に
反
論
す
る
タ
イ
プ
か

―
は
個
別
面
接
や
集
団
面
接
で

は
、
な
か
な
か
判
断
で
き
な
い
。

こ
の
た
め
、
初
対
面
と
い
う

人
間
関
係
の
中
で
、
ど
う
振
る

舞
う
か
を
判
断
す
る
材
料
に
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
う
っ
て
つ

け
な
の
だ
。

で
は
、
採
用
担
当
者
は
、
あ

な
た
の
ど
こ
を
見
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

た
評
価
者
（
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
タ
ー

と
他
の
参
加
者
）
は
、
あ
な
た

の
ど
こ
を
見
て
い
た
の
か
。

一
つ
目
は
、
思
考
の
バ
ラ
ン

ス
感
覚
だ
。
独
善
的
な
考
え
に

陥
っ
て
い
な
い
か
。
デ
ー
タ
や

統
計
な
ど
客
観
的
な
事
実
を
踏

ま
え
、
議
論
を
組
み
立
て
て
い

る
か
。

二
つ
目
は
、
自
分
の
経
験
に

基
づ
き
、
自
分
の
言
葉
で
話
し

て
い
る
か
。
一
般
論
や
俗
論
、

抽
象
的
な
話
で
な
く
、
具
体
的

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
話
し
て

い
る
か
。
面
接
官
は
、
あ
な
た

に
新
聞
の
社
説
の
よ
う
な
内
容

を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。三

つ
目
は
、
会
議
の
中
で
人

間
関
係
を
ど
う
構
築
で
き
る
か
。

採
用
試
験
は
多
く
の
場
合
、
参

加
者
が
み
な
初
対
面
の
環
境
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
臆

せ
ず
相
手
の
懐
に
入
っ
て
い
け

る
対
人
能
力
は
あ
る
か
。
い
わ

ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
全
般
が
問
わ
れ
て
い
る
、
と

い
え
よ
う
。

近
年
、
反
知
性
主
義
と
も
と

れ
る
言
論
が
多
い
。
学
卒
に
ふ

さ
わ
し
く
論
理
的
な
物
の
考
え

方
が
出
来
る
か
。
評
価
の
分
か

れ
道
だ
。

セミナーニュース 2015年1月31日 第2号 第3版（1）

大
阪
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
2
月
13
日
と
27
日
、
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
以
下
Ｇ
Ｄ
）
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
く
＝
写
真
は
１
月
30
日
の
セ
ミ
ナ
ー
。

Ｇ
Ｄ
は
、
メ
ガ
バ
ン
ク
な
ど
の
金
融
、
メ
ー
カ
ー
、
航
空
、
マ
ス
コ
ミ
、
国
家
・

地
方
公
務
員
の
採
用
試
験
に
導
入
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
就
活
生
か
ら
「
ど
ん
な

対
策
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、
分
か
ら
な
い
」
と
の
声
を
多
数
、
聞
く
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
座
学
と
参
加
者
に
よ
る
実
践
で
Ｇ
Ｄ

の
ポ
イ
ン
ト
を
つ
か
み
、
本
番
に
生
か
し
て
も
ら
う
。
時
間
は
13
日
が
午
前
10
時

15
分
か
ら
12
時
半
、
27
日
が
午
後
3
時
か
ら
5
時
15
分
。

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
２
月
は
13
・27
日

銀行やメーカー、航空、公務員試験で導入

議論の過程で素の本人が分かる

自分の経験 自分の言葉で語って

●
な
ぜ
Ｇ
Ｄ

●
評
価
は

大
阪
新
卒
応
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
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は

大
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新
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援
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ロ
ー
ワ
ー
ク



評
価
の
ポ
イ
ン
ト
は

①
積
極
か
つ
能
動
的
な
参
加
。

②
与
え
ら
れ
た
役
割
の
遂
行
。

③
他
者
を
尊
重
。

④
と
り
ま
と
め
、
報
告
・
提
案
へ

の
関
与
の
度
合
い
。

と
な
る
。

こ
こ
で
Ｇ
Ｄ
の
基
本
的
な
流
れ

に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

ま
ず
①
自
己
紹
介
。
み
な
初
対

面
な
の
で
話
し
や
す
い
雰
囲
気
づ

く
り
を
②
役
割
分
担
を
決
め
る
。

よ
く
あ
る
質
問
だ
が
、
司
会
が
有

利
で
は
な
い
③
テ
ー
マ
を
共
有
。

例
え
ば
「
働
く
意
義
と
は
何
か
」

と
問
え
ば
、
参
加
人
数
分
の
「
働

く
意
義
」
が
存
在
す
る
。
言
葉
の

意
味
内
容
を
定
義
し
、
参
加
者
が

共
通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要

だ
。
こ
れ
を
せ
ず
議
論
を
始
め
る

と
、
お
互
い
の
話
が
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
か
み
合
わ
ず
、
結
論
が
出
な

い
ま
ま
、
時
間
切
れ
に
な
る
恐
れ

も
④
時
間
配
分
の
決
定
。
議
論
の

時
間
に
何
分
使
う
か
、
発
表
は
何

分
で
い
い
か
。
細
か
く
縛
ら
れ
る

必
要
は
な
い
が
、
配
分
を
間
違
え

る
と
、
議
論
は
尻
す
ぼ
み
で
終
わ

る
⑤
最
終
報
告
。
個
人
の
意
見
で

は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
意
見

を
す
く
い
上
げ
、
ま
と
め
る
。
意

見
の
羅
列
で
な
く
、
ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
た
発
表
が
心
に
残
る
。
議
論

の
何
を
残
し
何
を
削
る
か
。
発
表

者
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。

議
論
が
終
わ
っ
た
ら
必
ず
メ
ン

バ
ー
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
よ

う
。
自
分
の
発
言
や
態
度
を
振
り

返
り
、
次
の
Ｇ
Ｄ
に
生
か
そ
う
。

Ｇ
Ｄ
の
三
箇
条
は
―
。

①
自
分
の
役
割
を
こ
な
す
。

自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
と
と

も
に
、
他
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

グ
ル
ー
プ
で
の
役
割
を
果
た
す
。

表
情
を
意
識
し
、
笑
顔
で
全
員
に

問
い
か
け
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

や
、
ふ
せ
ん
が
あ
れ
ば
有
効
に
使

う
。②

他
人
の
役
割
を
支
援
す
る
。

こ
れ
が
一
番
大
切
な
役
割
だ
。
グ

ル
ー
プ
が
一
体
化
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
。
自
分
の
意
見
を
押
し
通

す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
メ
ン

バ
ー
の
意
見
を
復
唱
し
た
り
、
要

約
し
、
全
員
が
意
見
を
言
え
る
よ

う
配
慮
す
る
。

③
時
間
内
に
一
定
の
意
見
を
ま

と
め
き
る
。

Ｇ
Ｄ
は
素
晴
ら
し
い
結
論
、
正

解
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
。
セ
ミ

ナ
ー
で
実
践
を
積
む
こ
と
が
、
突

破
の
第
一
歩
と
い
え
よ
う
。

Ｇ
Ｄ
の
概
念
が
理
解
で
き
た
▼

議
論
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
発

言
で
き
た
▼
座
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
理
解
し
た
つ
も
り
で
も
、
実
践

に
生
か
す
こ
と
は
本
当
に
難
し
か
っ

た
▼
参
加
者
の
講
評
が
参
考
に
な
っ

た
▼
ビ
デ
オ
で
の
振
り
返
り
で
自

分
の
発
言
や
容
姿
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
▼
時
間
は
配
分

を
含
め
（
セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
は
）

ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
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他人の役割を支援しているか

自分の役割をこなしているか

ホワイトボード 利用も有効

他
流
試
合

本
番
さ
な
が
ら

Ｇ
Ｄ
三
箇
条時間内に一定の意見をまとめる

受講の注意点

・欠席の場合は、必ず電話でご連絡ください。

・遅刻は原則、認めませんのでご注意ください。

・セミナーでは、ディスカッションをビデオ撮影

します。ご了承ください。

電話予約は06（7709）9455へ。

グループディスカッションのテーマ
（テーマは企業のＧＤで実際に出題されたものを使用）

「あなたにとって働く意義とは」

「新幹線の車内販売で、どうすれば売上が伸びるか」

「日本のスポーツ選手が海外に進出していることについて」

「コネ入社の是非について」

「お客様が一番喜ぶＣＳ（顧客満足度）とは何か」
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ポ
イ
ン
ト
を

絞
っ
た
発
表
が
心
に
残
る
。
議
論

の
何
を
残
し
何
を
削
る
か
。
発
表

者
の
腕
の
見
せ
ど
こ
ろ
だ
。

議
論
が
終
わ
っ
た
ら
必
ず
メ
ン

バ
ー
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
し
よ

う
。
自
分
の
発
言
や
態
度
を
振
り

返
り
、
次
の
Ｇ
Ｄ
に
生
か
そ
う
。

Ｇ
Ｄ
の
三
箇
条
は
―
。

①
自
分
の
役
割
を
こ
な
す
。

自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
と
と

も
に
、
他
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、

グ
ル
ー
プ
で
の
役
割
を
果
た
す
。

表
情
を
意
識
し
、
笑
顔
で
全
員
に

問
い
か
け
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

や
、
ふ
せ
ん
が
あ
れ
ば
有
効
に
使

う
。②

他
人
の
役
割
を
支
援
す
る
。

こ
れ
が
一
番
大
切
な
役
割
だ
。
グ

ル
ー
プ
が
一
体
化
で
き
る
環
境
を

つ
く
る
。
自
分
の
意
見
を
押
し
通

す
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
メ
ン

バ
ー
の
意
見
を
復
唱
し
た
り
、
要

約
し
、
全
員
が
意
見
を
言
え
る
よ

う
配
慮
す
る
。

③
時
間
内
に
一
定
の
意
見
を
ま

と
め
き
る
。

Ｇ
Ｄ
は
素
晴
ら
し
い
結
論
、
正

解
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
。
セ
ミ

ナ
ー
で
実
践
を
積
む
こ
と
が
、
突

破
の
第
一
歩
と
い
え
よ
う
。

Ｇ
Ｄ
の
概
念
が
理
解
で
き
た
▼

議
論
に
は
積
極
的
に
参
加
し
、
発

言
で
き
た
▼
座
学
で
学
ん
だ
こ
と

を
理
解
し
た
つ
も
り
で
も
、
実
践

に
生
か
す
こ
と
は
本
当
に
難
し
か
っ

た
▼
参
加
者
の
講
評
が
参
考
に
な
っ

た
▼
ビ
デ
オ
で
の
振
り
返
り
で
自

分
の
発
言
や
容
姿
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
た
▼
時
間
は
配
分

を
含
め
（
セ
ミ
ナ
ー
の
時
間
は
）

ち
ょ
う
ど
よ
か
っ
た
。
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他人の役割を支援しているか

自分の役割をこなしているか

ホワイトボード 利用も有効

他
流
試
合

本
番
さ
な
が
ら

Ｇ
Ｄ
三
箇
条時間内に一定の意見をまとめる

受講の注意点

・欠席の場合は、必ず電話でご連絡ください。

・遅刻は原則、認めませんのでご注意ください。

・セミナーでは、ディスカッションをビデオ撮影

します。ご了承ください。

電話予約は06（7709）9455へ。

グループディスカッションのテーマ
（テーマは企業のＧＤで実際に出題されたものを使用）

「あなたにとって働く意義とは」

「新幹線の車内販売で、どうすれば売上が伸びるか」

「日本のスポーツ選手が海外に進出していることについて」

「コネ入社の是非について」

「お客様が一番喜ぶＣＳ（顧客満足度）とは何か」

●
参
加
者
の
感
想


